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第三のカザノーヴァ (4)

穂積文雄

V 

これまで，わたくしは，ログテリーの世界におけるカザノーヴァを，ながめ

てきた。しかしながら，それは，カザノーヴァが，いかにロッテリーの舞台に

登場し，しゅ、にロッテリーの世界で活躍したかを，ながめるにとどまる。いか

にロッテりーの舞台より退場するかは，まだ，ながめるにいたっていない。し

たがって，わたくしは，これより，すすんでそれをながめなければならない。

それが， ものの順序というものである。そうかんがえられる。それは， もっと

もである。だが， ιの場合は，そうするわけには主いらぬ。そう「ることが，

かならずしも，もっともではないのである。なぜ。それは，こうである。この

ユッセイは， もと，第三のカヂノーヴァのプロアィノレをうかがうことを目的と

する。ぞれは，すでに，はじめに，こと bっておいたところのごとくである。

そして，第三のカザノーヴァは，ここでは，経済人としてのカザノーヴァを意

味する。それも，また，すでに，あきらかにしておいた E己ろのご土〈である。

しかるに，経済人としてのカザノーヴァの世界は，ひとり，ロッテリーの世界

にかぎらない。他の世界にもわたる。そうだとすれば，われわれは，その他の

世界におけるカザノーヴァをもながめなければならないことになる。それは，

いうまでもないところである。しかも，カザノーヴァのロヅテリーの舞台より

の退場のよってきたる因由は，実に，その，他の世界における事情に匹胎する。

それは，後にあきらかとなるところのごとくである。そして，これらのことが

らは，われわれをして，しばらし ロッテリーの世界を後にし，去って，その，

他の世界におけるカザノーヴァをながることを，もっともと，せしめるに足る。

そうかんがえられる。だから，わたくしは，そうする。
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それでは，その，他の世界はいかなる世界であろうか。それにはごてつある。

一つは証券取引の世界G いま一つは工場経営の世界。

まず，証券取引の世界におけ"カザノーヴァからながめよう。いま， I回想

録」からひき出してみると，大約，つぎのごとくである。

カザノーヴァには画家の弟があった。その弟は，しかし，パリでは，そのう

でをみとめられるにはし、たらなかった。かれは 4年間， ドレエデ Yで，絵の

修業にはげんだ。有名な絵画博物館 (lafam何回 galerieelectorale)のすぐ

れた戦争画は， のこらず， 模写したものである。 その弟が， ドレスデンから

バリにやってきた。カザノーヴァより 1月あとのことである。 だから 1757年

の 2月はじめということになる。だいぶうでをあげたにちがし、ない。カザノー

ヴァに会って，こういっている。 Iわたくしは，もう，たれの庇護をもたのま

ない。たのむのはわたくしのうでだけだ。フラ:/?-人は，かつて，わたくしを

みとめてくれなかった。 かれらに， それを， のぞむのが大きなまちがし、だっ

たのだ。なぜなら，今日，もし，わたくしが，あのときのままのわたくしにす

ぎなかったら，わたくしじしんだっ一て，みとめはしないだらうから。だが，い

まなら，かれちからでも， りっぱにみとめてもらえるとおもフている」と。そ

して，事実，このたびは，かれは，みごとな絵をかいた。そして，ノレーヴルで展

賀会をひらいた。そして，喝采を博した。アカデミーはかれの戦争画を 12，000'

フラ y で買いあげた。かくてかれは，一躍，戦争画家として，有iになった。

そとで，かれは， 己の年，結婚した九その結婚式にカザノーずァが出席した

ことはいうまでもあるまい。ところが，その式場で，カザノーずァは，これも，

おなじしその結婚式に出席したコノレヌマジ氏 (M.de Corneman) と相識ヮ

fこ。 コノレヌマ Y氏は銀行家 (lebanquier)であった。 かれはカザノーずァに

こころひかれるものがあった。そこで，かれは，カザノーずァに，フラ γス当i

時の財政金融についてかたった。その内容は，しばらし 「回想録」によれば

1) MI開 oircs，III， ix， pp. 20()-201 
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つぎのごとくであるロ

かれは，わたくしに，通貨の欠乏の大な志こと(lagrande disette d'argent) 

を猶々と述べ，その対策を講ずるよう財務総監に説いてくれ， と，わたくし

にうったえた。かれは，わたくしに、う。国債 (dese宜etsroyaux)を，

アムステノレポムの商人の団体 (unecompagnie de négociant~ u'Amster-

dam)に適正な価格で (aun prix honr世 e)売却し，それとひきかえに，

どこか，他の，フヲ Yλよりは信用のある国の，すぐ現金にするこ lとのでき

る債券 (papiers) を獲得することができます，と。わたくしは，かれじ.

それを，たれにもはなさないように，たのんだu そして，運動す右ことを，

かれに，約した。

このかんがえ (idee)は，わた〈し寺よろこばしたn わたくしは，その日，

一晩中，そのこ左壱かんがえつづけた。結局，わたくしは，翌日，早速，ベ

ルニ氏と相談するために，ブノレボνの邸におもむいた')。

ベノレニ氏も，このかんがえをすばちしいとみとめる。そこで，ベノレ三氏のか

んがえはこうである。カザノーヴァはγ ョアズーノレ氏からラ・へイ駐割大使・ア

フリ氏 (M.d' "Affri， ambassadeur a La Haye)えの紹介状をもらって，オ

ラ:/1>-に行〈。アフリ氏のもとえ，何千万かの国債が送付される。それをカザ

ノーヴァが有利に割引する(lesescompter suivant l'avantage)。それにして

も，まず，プーロ氏にはかるがよい。ただし，よわきなふるまい(¥'，!ir

d'un homme qui irait a tatons)は， この際，とくに，みせてはならない。

かねというわけにはし、かないが，紹介状なら，必要なかぎり，いくらでも，出

そうへ

そこで，カザノーヴァは，あすといわず，その日ただちに，ブーロ-~ュを

たずねる。プーローニュも，また，このかんがえを「大変に結構J(Lres. bonne) 

という。そして，カザノーずァにし、う。ショアメーノレ公は明日廃兵院(lesInva 

2) Ib~d.: II!， xiii， p. 299 
3) Ibia.， pp. 299-300 
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lides)に行くことになっている。いま，これから手紙を書いてあげるから，あ

なたはそれを，即刻 (sansperte de temps)，かれにてわたして，はなさねば

ならない。じぶんは，国債 2，000万壱，遅滞なしわれわれの大使へ送付するよ

うEりはからう。しかし，もし，君が，わた〈しの期待するような成果をあげる

ことができない場合には，それらの国債はフヲ Yスに返送されることになるで

あろう。

これに対し，カザノーヴァは，適当な価格で満足が得られるなら，国債の返

送ということにはならないでしょう，じこたえる。

ブーローニュは，さらに，いう。戦争はちかいうちにやむことになる。それ

は確実だ。だから，君は，きわめてわづかの損失で，売却しなければならない

(il ne faut VQUS en defaire qu'a tres-peu de perte)。だが，この点、について

は，大使とはなしあいなさ，'0必要な訓令は万事，大使のもとえとどけるヘ

それからさきは，カザノーグァみずからのしるすところを，そのまま，引く

ことにしよう。こうある。

わたくしは，この使命 (cettccommission) で，とても，得志になった。

そのため， それをかんがえて， 一晩巾ねないで， 夜をあかした(jepa田副

la nuit blanche a y reflechir)oわたくしは， アy パリー下へ行った。 γ

q アズーノレ氏は，だく吉んのしごとをてっとりばやくかたずけることで有名

である (fameuxpour aller vite en besogne)。プーローニョ氏の手紙をみ

るがし、なや，わたくしと，との問題について，しばらくはなし，それから，

アフリ氏への手紙をつくらし，それを，よみ，わたくしによんできかせずに

それに署名し，封がおわると，すぐ，それを，わたくしに，てわたし，一路

平安をいのる，と，いってくれた(il...mesouhaita un bon voyage)。

わたくしは，いそいで，ベノレケンロード氏 (M.Berkenrode)から旅券を

もらい，即日， わたくしの事務所の券(ロッテリーの券のことー訳者〕のす

4) lbid.， p. 300 
5) Ibid 
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べてに署名する権限をわたくしの信用している事務員にあたえた九

デュノレフェ夫人は，カザノーずァがフラシスのために (pourle bien de la 

France) オヲ Yダに行くことをきくと， ゴータンプーノレのイ y ド会社の株券

の若干 (plusieuTsactions de la compagnie des lndes de Gothembourg) 

をかれに托し，売ってくれ，と，依頼した。かの女は，その株券を 6方フラ Yも

っていた。しかし，それ壱パリ取引所 (laBourse de Paris)で売ることがで

きなかった。そこにかね(l'argent)がなかったからである。さらに(enoutre) 

その利子(l'interet)をしはらおうとしなかった。利子はかなりの額になって

いた。と，いうのは， 配当 (dividende) のしはらいがとまって，すでに 3

年におよんでいたからであるぺ

カザノーヴァは=ノレヌマ yの家によった。コノレヌマ γはカザノーヴァにラ・

へイの宮庭にでいりするイスラエノレ人銀行家ポーヅ氏 (M. Boaz， banquier 

israelite de la cour a La Haye) えあて 3，000プローヲン(宜orins)の為替

手形 (unelettre de ch出喝のを 1通ふり出してあたえた。それから，カザノ

ーずァは，すく，出発した。そして 2日後に，ア γ ヴェノレ (Anvers)に到着

，した。そして，まさに出帆しようとしていた 1隻のヨットをみつけ，それに搭

乗，翌日は，はや，ロッテノレダムでベヅドに入った。その翌日，カザノーヴァ

はラ・へイにおもむいた。そして，ぞこで，イギリス・ホテノレ(l'h6teld' An 

gleterre)に，宿壱とり，アフリ氏を訪問した九そこで， その模様を，また，

カザノーヴァから直接に，きくことにしよう。

わたくしがついたとき，かれは，ちょうど， ジョアズーノレ氏から，かれに・

わたくしに委任されたしごとを通達した・手紙をよんでいるところであった。

かれは， わたくしをひきとめ， コーデノレバヅグ民 (M.de Kauderbac)を

まじえて，食事をした。コーデノレパクク氏はザクセ Y選挙侯ボーローニュ王

の駐在員 (residentdu roi de Pologne electeur de Saxe)であった。 ア

6) Ibul.， p. 302 
7) Ibid.， pp. 302-303 
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フリ氏は， うまくおやりなさいといって，はげましてくれた。しかし，同時

に，こういった。 rじぶんは成功をあやぶむ，そのわけは，オラ y ダ人は，

平和は，そうはやくは来ない， と，いみじくも信じている (le5Hollandais 

avaient de bonne5 raisons pour cloire que la paix ne se ferait pas de 

sitot) からであるJ とへ

大使のもとを辞したカザノーヴァはポーヅ氏のもとえおもむく。ポーヅ氏は

カザノーヴァの持参した手紙を読んで，カザノーヴァにむかつて，し、う。 円、

ま， コノレヌマ γ氏からの手紙を読んだばかりのところです。コノレヌマ Y 氏はあ

なたのことを，とても，ほめています」と。そして，カザノーグァ壱よろこば

そうとして， つづける。 r今日は，ちょうど， クリスマス (10. veille de 1a 

Noel)ですから，きっと，これから，イエスさまのおもりをなされることでし

ょう J (bercer l'enfant JeSus) とG しかし， カザノーヴァは， こたえてい

う。 円、え，わたくしは，あなたと，御一緒に，マカベーのおまつり壱おいわ

いしよう (celebrer...1afete .des Machabees) とおもって，やってきました」

と。ボーヅ一家は，これをきいて，喝采する。そして，カザノーヴァに，じぶ

んたちの家に泊まっくれともうしでる。カ4 ノーグァは，早速，そのもうしい

で壱うける。そして，じぶんのとものもの (laquais)に，荷物をこの銀行家の

ところにはこばさせる。そして，わかれる Eえ，かれに rしばらくではある

が，オラ Y ダに滞在するつもりです。その聞に，なにか有利なことで2万フロ

ーラ Yほどもうけさせて， くださし、J (me faire gagner une vingtaine de 

mille florins dans quelque bonne a古田町)と，たのむ。

相手は，それを本気にうけとり (prenantla chose au se口eux)rよくかん

• がえてみましょう，むつかしい ιとではありません」と，ひきうけてくれる c

翌朝，カザノーグァは，ポーヅ氏と，朝食を，ともにする o 朝食がおわると，

ポ グ氏はカザノーヴァにむかヮて， 下わたくしのところに，あなたにもって

こU のことがあります。いらヮしゃい。そのことについて，おはなしもうしあ

8) Ibid.， p. 303 



第三のカザノーヴ γ 件) (253) 27 

げましょう」という。

そういって，かれは， カザノーヴァを， じぶんの事務室 (soncabinet)に

つれてゆ〈。そして，そこで，金貨と手形で (enor et en billets de change) 

3千フローラ yの勘定をすましてかι，カザノーヴァにむかっていう。あなた

しだいで， 1週間で，あなたのおっしゃっていた z万フローランがもうけられま

すよ (ilne tenait qu'a moi de gagner en huit jours les vingt mille florins 

dont je lui avais parle一一原文は，カザノ}ゲアが間接話法で述べにし、るoだから.

訳文の第2人称が原文では第1人称になっている，ー←訳者)， と。

カザノーヴァは，オラ γ ダでは，そのように，たやすく，かねもうけが，で

きることに，おどろく。それというのも，カザノーヴァは，ただ，ユダヤ人を

からかつてみただけに， すぎなかヮたからであるo そして，この好意のし oL

に対して，あつく謝意を表し，みみをかたむける。

「ここに」とポーヅ氏はし、う。 i1昨日造幣局 (laMonnaiめからきた書

面 (unenote)があります。 鋳造したばかりの40万デーカ (ducats) を金の

時価で (auprix courant de l'or)で売りたいと，いっています。さいわい，

現在，金の価格はたかくありません。 1デュカが 5フローラ γ ・2スチュー

ベー10的昔の 3ですめ。ことにマイ γのフランクフルト (Francfort-sur-le-Mein)

の為替相場表 (coursdu change)があります。 40万デ L カを買いなさい。そ

して，アムプ、テノレダム払い為替手形(deslyttres de change sur Amsterdam) 

にして，マインのフラソクフノレトに，携行するか，送付するか，しなさい。これ

がもうけです。あなたのもうけは 1デ z カにつき 1スチューベー・ 9分の

l になります。すなわち，あなたのも ~\tは，わがフローラ γにして 2 万 2
千2百2です。今日この金を，しっかりと，おつかみなさし、。 1週間後には，

あなたのもうけは現金 (liquide)になります。そして，それは，あなたのもの

です (vousvoila servi)。

カザノーヴァは，ここで，まよいがさめる (revenaisd'un pcu loin)o iし

9) lbid.， pp. 303-304 
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かし」とかれは，ポーヅ氏にむかつて，し、う。 400万以上にも上ぽる額のツー

ノレノア (tournoisーツーノレ Toursで鋳造された貨幣訳者)をわたくしにあづけ

るのは，造幣局のひとたちにとって，すこし，むづかしくはないですか。

それから，会話は，つぎのごとく展開する。

ーーもちろん，あなたが，現銀 (argentcornptant)で買われるか，また

は，それに相当する額の優良な証券を提供されるのでなければ，むつかしい

でしょう。

一一一わたくしには，そんな額も，そんな信用も，ありません。

その場合には，あなたは 1週間で 2万フローラ νおもうけになること

は，とうてい，できません。あなたが昨日わたくしになさったおもうしいで

{la proposition)をうけたまわって，わたくしは，あなたを百万長者 (mtll

ionnaire)とおもっていました。

~ ユのノ。

御期待壱うらぎって，まことに，おきのどくに存じます。

この件は， 今日， わた〈しの子供たちの中のだれかにやらせましょ

これはカザノーヴァにとフては，ちょっときびしい教訓であった。そのこと

4土，カザノーヴァも，これをみとめている100

アフリ氏はカザノーヴァ壱イギリス・ホテソレにたづねる。しかし，カザノー

ヴァが不在だったので，おきてがみをしてかえる u 手紙の内容は，じぶんの家

ですごしてくれるように， というものであ石。そとで，カザノーヴァは，アフ

リ氏のもとにおもむ〈。アフリ氏は，カザノーヴァを引きとめて，忌食"，1-:も

にし， いましがた， ブーローニュ氏からの手紙をうけとったと， ったえる九

その手紙は， 平和のとりきめが， まさにむすばれようとしているおりである

から，カザノーヴァに 8分以上の損失では， (a plus de huit pou:r cent de 

perte)2，OOO万をてばなさせないようにと，ブーローユュ氏よりアフリ氏lこ依頼

10) Ibid. p. 304 
ll) Ibid 
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してきたものであった。 2人は，パリの役人 (unadministrateur)のいIごくあ

まりにも滑稽な確信にはらをかかえて大笑いをする。かれらは，利害関係によ

って，目がひらかれ，事情がよくみえる国にいるおかげで，まりたく正反対の

みとおしをしていたのである1九

アプリ民はカザノーヴァがイスラ A ノレ人のところにとまっているのをしる

と，ユダヤ人に心をゆるしてはいけなしVなぜなら，商業においては，も勺とも

正直なひとでも，かたりにはちがし、ない (leplus honnele n'est que le moins 

fripon) のだから，といい，さらに，ことばをつづけて， Iもし，おのぞみな

らば，プムァ、テノレダムのベノレ氏 (M. Fels) への紹介状を肯しあげましょう」

という。カサごノーウ'ァは，ありがたしそれをうける。また，かれのゴ-ls:/プ

ーノレの株式の件で，役立つようにと，スエーデγ の大臣 (ministrede Suede) 

に，カザノーヴァを紹介する。とのものは，カザノーヴァを O氏 (M.d'O)の

ところにさしむける問u カザノーヴァはその「回想録」においては，実名をさ

けて O氏といってい志が，後の学者は， それを， トーマス・ホープ (Thomas

Hoope) e考古Eしている問。

その日は，ヵザノーヴァは， サユバ・ジャ Yの冬まつり (lafete de la Saint-

Jean d'hi切りのための秘楕結社の大会(lagrande reunion maconnique) に

列席するため滞在し，その翌日，アムステノレダムにむかう。そして，日のくれか

Lにつきトワ ノレ・ドリアジ(l'E白 iled 'Orient) に投宿。その零日，取

引所におもむき，ベノレ氏に会う。ベル民はカザノーヴァに，カザノーヴァのし

ごとを考慮しましようとしサ。同時に o氏にも会う。ー O民は，カザノーヴァ

をゴータ γプーノレの仲買人にひきあわしてくれる。その仲買人は株式16を 1割

2分の利息をつけて買おうともうし出る o ベノレ院はカザノーヴァに，しばらく

12) Ibid.， p.p. 304-305 
13) lbid.. p.305: 
14) Hermann Kesten， Casa叫開， Translated by James Stern and Robert Pick士wm

the Geγman original， New York， 1955. pp. 233-234: 
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まて，といい， じぷんが 1割 5分確保しようと約束する回。

カザノーグァは o氏の家にまねかれ，でがて，両者の意気投合.0氏の家

』こ厄介になることとなる問。

0)'号はカサ主ノーヴァに， もうし出る。いわし 「あなたが例の債券壱 1割 5

分でてばなされるなら，わたしが，ひきとりましょう。そうすれば，あなたは，

仲買人 (courtier) と公証人 (notaire) の費用(frais) がはぶけます。そし

て，わた〈しは， よい時機をまって， てぱなしますJ カザノーずァはこのも

うしいで壱有利と判断G.即座に手をうち，私署して売りわたしをすましたる

かvoirfait la vente sous seing prive)後，為替手形壱くり(prisune lettre 

de change a mon ordre sur Tourton et Baur)。 ノ、 γ フ勺レグの為替相場に

よれば 7万 2千フラ ν得ることになる。一方 5分では 6万 9干しか期待

できないa この利益は，おそらしそこまで，カザノーヴァの誠実壱期待して

はいなかった夫人の，カザノーずァに対するおぼえを最高にすることになる工九

一方，ベノレ氏は，カザノーヴァを，じぷんの別荘にまねき，深夜まではなす。

そして，かれにいう。 IすでにJわたくし，および. 0氏の友人となられた以

上，大きな問題につい'C.ユダヤ人の手を通ずるようなことをしてはいけませ

ん。われわれに， 率直に， おはなしなさらねばなりません。Jこのもうしいれ

lはカザノーずァの気にいる。 Iこれは，財政におけるみならい小僧にとっての

多くの困難をとりはらってくれたJ。そう，カザノーヴァは，述懐する問。

カザノーヴァはラ・へイに行き，多数の手紙をうけとる。その中の 1遇は財

務総監からωものであった。そしてそれには 2千万の国債はアフリ氏のても

とにあること，アフリ氏は自分以上の損失で (ahuit pour cent de perte)そ

れをてぱなしてはならないこと，が， しるされていた。いま 1通は，ベノレニ

氏 1i'らのものであった。そして，ぞれには，つぎのことがしるされtいた。い

15) Memoires， III， xlIi， pp. 305， 307 
16) Ibid.. p. 313 
17) Ibia.. p. 316. 
18) Ibid.. p. 317 
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わしできるかぎりの最大の利益をあげよ。いわしつぎのことは確実とおも

ってよい，大使は，大臣に通報すれば，取引締結を許可すべき訓令を，受けと

る，ただし，バリ取引所で得られる価格以下であづてはならなし、'"

ポーヅはカザノーヴァがゴータ Y プーノレ社の株券16を売却したのにおどろく。

かれは，カザノーグァにむかっていう。「あなたに，もし，フラジスの国債を 1害j

の損失で(adix pour cent de perte)売却し，スェーデソの証券(lesactions 

suedoises)を，あなたがあなたの16を売られたように， 1割 5分高で(aquinze 

au dessus rle cent) うけとると k壱約束され，その書類に， 大使が署名する

よう忙なさるお気があるなら，わたくしは，あなたのために，あなたの 2千万

をスエーデγのイ y ド会社の株券 (actionsde la compagnie des lndes sued 

oise)で買うのに，ひとつ，大いにちからをつくしましょう。」ヵザノーヴァは，

もし，ポーヅ氏が 3ヵ月の期間を要求せず，そして，また，その聞に平和が

回復した場合でも契約は変更されることができないということを，要求しなか

ったなら，かれのもうしいでに承諾をあたえたであろう，といっている。しか

しながら，カザノーヴァは，やがて，・アムステノレダムに行かねばならない，と，

さとる叫。

その翌日のまた翌日，カザノーヴァはデ L ノレプェ夫人より 1通の手紙と，為

替手形をうけとる。為替手形は，ボーヅ氏あてにふ P出されたもので，額面は

1万 2千フラ Y。手紙の中で，かの女はいう。「めの証券は，じぷんにとっては

6万フヲ γのねうちしかない。じぶんは，あれでもうけようとは，おもわない。

この仲介料を友愛をもって (ωurlaged'amitie)おさめていだければうれしい

が。Jrこの提供は」と，カザノーヴァはしるしている o rあまりにも，けだか

かったので，わたくしは，それを拒絶しなかった。j叫

ポーヅ氏はこの 1万 2千フラ yをカザノーヴァに， デュカ貨でしはらう。

「このことにより」と，カザノーヴァは，しるしている。 rボーヅ氏は，わた

19) Ibid.， III. xiv， pp. 321-322 
20) Ibid 

21) Ibid.， p. 328 
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くしの友人となった。なぜなら，かれは，この好意は，うたがいもなしかれ

に，いくらかの利益をもたらし，そして，かれは，それを，わたくしに感謝レ

たからである。と，いうのは，オラ γ ダでは，金はーの商品であれあらゆる

しはらいは，すべて，銀貨 (argeantblanc)，あるいは，紙幣(papier)でおこ

なわれるからであz。そして，ちょうどとのとき，うちぶ(l'agio)は，すこし

ばかり上がっていたから，デュカ貨をほしがるひとはいなかったのである。」町

その，あと，かれは，カップェーに入札そこで，賭博をする。そして， 1 

人のわかものとはたしあいをして，あいてにきづを負わせる。その夜おそし

かれはポーヅ氏の家にかえり，ボーゾ氏に，そのはなしをする。ポーヅ氏はすぐ

さま，アムステノレダムに行くよう，カザノーヴァにすすめる o カザノーヴァは

その翌日出発する予定であった。しかし，ここで，急に予定を変更3 深夜にも

かかわらず，ボー、/氏のくるまで出発。まよなかにアムステノレダム着。ビエィ

ユ・ピーブノレ(l'aubergede la Vieil1e-Bible)に投宿すがめ。

この事件は 1週間後まで，アムステノレダムには，ったわらなかづた。カザノ

ーヴァは，そのことをよろこんだ。かれ件， ζ う，しるしている。 1これはさ

し寸山、であった。なんとなれば， 己乙のつで吉ごとtはま;1:，

ども，わたくしに損害をあたえずにはおかなrからである。と，いうのは，決

闘ずきという評判は，これから，なにか重要なとりひきをとりむすぽうとする

相手方の商人たちに対するよい推薦状では，けっして，ないからであ志。」叫

数日たって， 0氏はかれがベル氏および他の割引銀行6社のものとの 2千万

の国債についての会談の結果をカザノーヴァにつたえる。かれらのもうしいで

は，現銀 1千万 5分乃至6分利附債券 7千万， 仲介手数料 1分梓除， (dix 

millions argent comptant， et sept miIlions de papier qui donneraient 

cinq et six pour cent， avec un rabais d'un pour ce此 dedroit de courtage)， 

さらに，フランス・インド会社 (lacompagnie des Indes francaise)がオラ

22) Ibir1 
23) Jbid.， pp. 328-330 
24) lbid.. p. 330 
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ンダ会社(1acOIIlpagnie hollandaise) に対する負債120万アローラ Y を放棄

カザノーヴァはしるしている。「ノレイ一五世のするという。「この条件は」と，

そのときの財政状態にてらせばいula penurie oi'L Be廿 ouvaitle tr白 nrrle 

もっともなものである1:.

ひきうけることがで
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のようなもうしいでは，きっぱりとことわり，もし，よりよいとりひきをみい

フリ氏におくって，至急の返事をもとめた。

と，いうものであった」問。パリにかえれ，だすことができなければ，
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おそらく，カザノーヴァは，

カサ子ノーヴァのオラこれよりさき，

O氏の大切な書類カパγ か古昔失する。それをたまたま，グノレに帰依し1いた。

オラグノレでその処在をそのことを秘トし，しかし，カザノーヴァがみワける。

カザノーふかく，また，0氏も，それで，というイ γ チキをやる。あてる，

ヴァのオラグノレに心酔することになる o おりから，イユノド会社の 1隻の船 (un

が出港の日時はわか。ているのに，vaisseau de la co回pagniedes T ndeの

その後，杏としてゆくえがしれず， 2ヵ月おくれ当然っくべ'"はずのところ，

てもついていないロそこで，すでに沈没したものと推測されるにいたった。真

イギリスの商船のー船長の，その船が海洋のまっただなかで沈

O氏

没するのをみたと報ずる手紙さえあったくらいである。 O氏ほ，カザノーヴァ

のオヲグノレで，その運命をうらなった。ところが，無事と出た。そこで，

は，単独でその船を，積荷もろとち，

偽は別として，

30万フローラ γ でひきとることにした。

そうしなわれたとおもわれていた船はマデイラ (Madere)にし、た。

Ibul.， p. 346 

ところ地九

25) 
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の報が取引所にはし、った問。

0氏は大もうけ告した。かれはカザノーヴァにもうけの 1割を提供する。そ

れは 2千万アヲンにおよんだ的。夢のようなはなしである。たれでも，まゆっ

ばものとおもうであろう。さすがに，カザノーグァも，それが気になったので

あろうか。かれはここで，つぎのごとき弁を弄してい志。

多くの読者は，きっと，ほんとうにはしないであろう。しかしながら，こ

の回想録は，わた〈しが，もはや，との世にいなくなってから，はじめて日

の目壱みるのであるから，わた(Gは，宴実壱つつみか〈すことにおいて，

なんらの利益壱もたない。いわんや，わたくしが筆をとるのは，ただ，わた

くしのつれつれをなぐさめるためにすぎ阻のであるから，なおさらである。

しるひとぞしる ー問。

これはカザノーヴァが，プーローニュ氏の手紙をうけとった日より 3日まえ

のことである。 0氏は，ここで，かれに，オランダにおちつき，事業をともに

しようとすすめる問。 しかしながら，かれは，パリにかえらぬわけにはいかな

b、。

それから 1週間の後 2千万の件について.0氏より最後のもうしいでがな

される。それによれば，この額の売却において，フラ Y スの損失は，ただ 9

分にすぎず，カザノーヴァは仲買料をとらないことになる。カザノーヴァは，

ただちに，このとりひきのうっしをアフリ氏にとどけ，費用はじぶんが出すか

ら，遅滞なし財務総監に伝達するよう，依頼し，さらに，手紙をかいて，いう。

「わたくしにとヮて締約に必要な資格を附与する全権を，アフリ氏にあたえる

ことが.1日でもおくれると，とりかえしがつかないことになります」と。カザ

ノーグァは，同様の趣旨の手紙を，財務総監およびγ ョアズーノレ氏へも，書く。

そして，かれらに予告していう。 rこのとりひきにいて，おわたくしは 1文も

26) Ibid.， pp. 331-346.' 
27) Ibid.， pp. 346-347. 
28) Ibid.. p. 345 
29) Ibid.， p. 347 
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正りません。しかしながら，わたくしがみて有利とおもわれないとりひきは，

けっして，とりむすびはいたし主せん。また，わた〈しの費用は，ベノレサイュ

にて返済されるもの k確信してい主すハその場合には，わたくしは，わたくし

の期待する i~利のある手当(l'indemun抗的壱拒否はしないでしょう」と明。

この「最後のもうしいで」壱発送してから， 12日を経て，プーローニュの手

紙がとどし手紙はカザノーヴァに，アフリ氏には，カザノーヴァが 2千万の

とりひき(l'echangedes vinght millions)壱締結するために，カザノーヴァ

が欲することあるべきあらゆる訓令があたえられていること壱，ったえる。ア

フリ氏も，また，ー書をカザノーずァによせて，財務総監の言を確認する。そ

して，カザノーヴァにつたえていう。 iだ虫丸うまくやりな古いよ。なんとな

れば，国債のひきわたしは，主貨 (especescQurantes)で 18，200，000フヲ Y壱

得て，はじめて，おこなわれるのですからjと叫。

かくて，カザノーヴァは，いよいよ，オラ γダを出発，ノミリヘ帰還の旅にた

つ。このとき，かれは，非常に裕福な状態にあるじぷんをみいだす。けだし，

かれのふところにはつぎのごとしかねがうなっていたから Cある。さきにの

ベた0民のポートフォリオ発見の際得たかねがz千リーヴノレ・スターリ γ グ

(deux mi1le livre sterーling)0 0氏がカザノーヴァに提供したものが， ツール

トゾ・ポーノレあて (surTourton et Baur)為替手形，モYマノレテノレのパりあ

て (surParis de Monmartel) の為替手形， あわせて10万フローヲソ，およ

ぶ， 10万フローラ γの支払済証書 (quittance)。との支払済証書はカザノーヴ

ァに10万フローラソ全額引き出しの資格圭あたえるものであ己叫。

か〈のごと〈して，かれは， りっぱに，使命をはたしてバリに帰還する円と

きに 2月10日制〉。

かれがいかに成功をおさめたかは，以上の記述であきらかである。しかしな

30) lbid.， p. 348 

31) Ibia.， p. 349 
32) Ibid 

33) Ibid.. p. 351 
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がらかれの功績がし、かに評価されたかをうかがうことも，意味のないことで

はあるまい。だから，わたくしは，それについて，なお，若干の引用壱こころ

みるであろう。

カザノーヴァはパリへの帰途，ラ・へイ I，~たちよりポーヅをたづねる。ポー

プは驚異・讃嘆をもってかれ宇むかえる。 IかれはJ1:カザノーヴァ l士しるし

ている。 Iわたくしが，奇蹟を演じたといった。また，わたくしはパリへの帰

心矢のごとしというところにちがし、ない。パリへかえれば，そこでは，祝福・

称讃の満喫にあけくれであろう，といった。」叫

パリにかえりついたカサごノーヴァが， まず，たつねたのは，パトロ Y のベノレ

ニ氏であった。そのときの会話をカザノーゲァはつぎのごとくしるしている。

一ーし、つノミリえ， と，大臣は，わたくしの手をとっていった。

たったいま。郵便馬車 (machaise de poste)から降りたととろですむ

一一一早速ベルサイユへ行きなさい。ジョアズーノレ公と財務総監に会いなさ

い。あなたはこの上もなくりっぱにやりました。さあ行って，称讃をうけな

さい。そして，それから，わたくしに会いに来なさしザヘ

ポプリニェーノレ (M.de la Popliniere)というものがいる。総括租税請負人

(fermier ge回目1)である。ちょうどこれより 7年前， パッ γー (Passy) に

あるかれの家で，カザノーヴァは，かれに会ったことのある人物である o この

かれが，ある機会に，カザノーヴァに会う。そして，かれは，カザノーヴァに，

かるくおせじをのべてから，もし，カザノーヴァが，イ Y 卜会社のために，あ

んなふうに 2千万もうけてくれることができたら，かれは，カザノーずァを

総括租税請負人にしてやる，といい，さらに，ことばをつづ付ていう。

カザノーヴァさん。わたくしは，ひとが，あなたが50万もうけたこと

を，しるまえに，フラ/'7.に帰化なさることをおすすめいたします。

50万ですってノ それがほんとうであれば，うれしいですね。

34) Ibid.. p. 350 
35) Ibid.. III， xv， p. 352 
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一一あなたのもうけが，これよりすくないはずはありませんよ。

一ーはっきりともうしますが，仲介料の権利が剥奪されたら，このとりひ

きで，わたくしは破産ですよ。

一一あなたが，そう，おっしゃるのは，もっともです。それに，みんな，

あなたにおちかづきになりたがっています。と，いうのも，あなたはフミラ y

月に大きな恩義をほどこされたからです。あなたは，ほんとに，好景気をひ

きずおこしてくれましたよ叫。

早暁，カザノーヴァはベルサイユにでか付る。三ノョプズーノレ氏は最初のごと

く，かれをむかえる。すなわち，理髪させながら，かれをむかえる。しかし，

このたびは，たちまち，ベY を措いた。そのことは，かれの隈に，カザノーず

ァが偉大となったことの証左である。かるしあいそのよい，あいさつをした

後，かれは，カぜノーずァに 4分で，借款 1億 (unumprunt de cent mil-

Tions de丑orinsa quatre pOUT cent)のとりひき壱する元気があるなら，カザノ

ーヴァがそのとりひきをするのを支援するために，カザノーヴァに，りっぱな資

格 (uncaractaire honorable)があたえられるように，とりはからおうという。

いかに，ショアズールがカザノーずアをたかく評価したかを，し予にたろう。

しかしながら，このはなしあいは，カザノーヴァが. Iこのたびわたくしがはた

したことに対してし、かなる報酬がし、ただけるかをみた上でかんがえましょう」

とこたえたので，その結末は，つぎの会話のしめすがごときものとなる。

一一ーだが，世間では，君は20万フローラ γ ももうけた，と，いっているぞ。

一一一それなら，わるくはないでしょう。 50万フローラ γ なら，さいさきよ

しですよ。ですが，わたくしは閣下に，はっきりと，もうしあげることがで

きます。そんなことは，ありません (iln'en est rien)，と。それに， その

証拠がすこしもありません。わたくしは，しろです。わたくしは仲介料の権

利を主張することができる，と，おもいますが〉

36) Ibid.， pp. 356-357 
-37) Ibid.， pp. 357-358 
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←ーそのとうりだ。財務総監のところえ行って釈明したまえ3九

ブーローユュ氏は，しごとの手をとめて，きわめて愛想よしカザノーずァ

をむかえる。だが，カザノーヴァが， 50万フローラ y もらわねばならぬ，と，

いうと，かれは，皮肉な微笑をうかべる。そして，つぎの会話が展開する。

ヱーわた〈しは，あなたが10万エキュの一覧払為替手形 (lettresde chan 

ge a votre ordre)の所持者であることを，しっています。

一一一それは，そのとうりです。ですが，それは，わたくしのしたこととは，

なんの関係もありません。それは，すでに証明されている事実で，それにつ

いては，わたくしは， アフリ氏におまかセしますりem'en rapporte a M 

d'Aa借り。さらに，わたくしは，王の収入を20万ふやす確実なもくろみ壱も

っています。そして，それ壱しはらうものは，不平をいうは「はありません。

それは，すばらしい/ 早速実行しなさ， '0そうすれば，国王から，

あなたに，年金10万，それに， もし，あなたがアヲ γ ス人となるつもりなら，

貴族の称号も，あたえιれるようとりはからうこと壱御約束いたします。

一一それは，しばら〈かんがえさせて，レただきたく存じます叫。

しかしながち，ここでカザノーヴァが，王室の収入を20万ふやし，しかも，

ぞれを負担するものが，不平壱いうはずはない確実なもくろみというのは，一

体，いかな芯ものであ呂のか。それは，ちょうど，カザノーヴァが，さきに，

はじめて，プーローエュをたづねたときに，いったこ Eと，かわ右1-ころがな

い。あのときには，かれは， iわたくしの胸中には一策があります。この策に

よれば，王に 1億をもたらすことができましょう」といった冊。そして， i国民

はよろこんで負担しますよJと，し功、きったc それと，ほとんど，ことなるとこ

ろはない。さきの広言は，まさに， iうそからでたまこと」となれ結果的に

は，ロッテリーの成功によって，ぼろを出さずにすんだからよいようなものの，

その実は，でたらめであった。それは，かれみづから，みとめているところで

38) Ibid.， p. 35~ 

39) 本稿， ..本誌.96巻2号 19田
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ある。そじて，それは，われわれのすでにみたところである。しかちば，この

たびの言も，また，口からでまかせのでたらめではないのか。そう，うたがわ

れても，しかたのないところである。そういっても，よいであろう。しかしな

がら，このたびは，かれは，別に，そのことについて，なにも，いっていない。

また，なにもしていなし、。それは，ただ，それきりでおわりている。いまにお

いて，たづねるよしもない。しかしながら，それ』としても，プーローニュ氏が，

早速，それにとびついて，ゃれ年金を向ぞう，ゃれ貴族にしてやろう，とさわ

ぐところをみると，ロヅテリーの成功もさることながら，また，もって，この

たびの証券取引がし、かにみごとな成功であったか，おもいなかばにすぎるもの

がなければならない。そういっても，よいであろう。

だが，そればかりではなし、。カザノーヴァの成功は，マダム・ポ yパヅーノレ

の耳にまでも，入っている。

カザ/ーヴァはプーローユュ氏とさきの会話をした後，プーローエュのもと

を辞すると，その足で，ポ Yパヅーノレ夫人のもとにおもむいた。夫人はパvー

のしたげいこをさせていた。しかしながら，カザノーヴァをみるがいなや，す

じかれに，えしゃくをし，かれの方にあゆみよれ 「あなたは，有能な仲介

入 (negociateur) です」といし、，また， Iどこかのとのがたたちには，あな

たのねうちをごぞんじになることができなかったんですわ。」と，いった叫。こ

の，言動のうちにも，また，このたびのカザノーヴァの成功が，し、かに偉大な

ものであったかを，うかがはしむるに足るものがあるであろう。

百

人間万事かねの世の中，とし、う。しかし世の中はひろい。ひろいからひと

も多い。多ければ，ひとさまざまということになる。 Iし、つみても，わるい気

のせぬやまぶきいろ」と，いうひとでも，その動機は，かならずしも，おなじ

とは，かぎらない。ただ，ながめて，よろこぶにすぎぬものもいる。かれはか

40) Memoires， III， xv， p.' 358 



第96巻第4号

めたの

胡
・
ね

(266) 

舌
・
ふ

キ
Jm

・、
の
・
は

す

「

出「

0
 

4
Q
 

'
な

すA
H
N

ノ、

だ

な
」

た

袖

き
小

に

も
・
ね

夏
・
か

戸
り

子
J
ぬーのも、つp

りも「

どうしても，

かねを愛する。

。
マ
Qな

・抗

U
'
」ル」、」

百
「
ノ

ー

キ

」

m

l

t

 

と
・
ち

l

」・
4
わ

や
・
ね

、
、
Lv
・-刀

も

と
で
・
き かならずしも，理きたなし、Jといわれるのも，たまるほど，

のないこと Cはなし九と，いわねばならなし、かもしれ向。いわゆる守銭奴であ

かねをつかうものではない。かねにつかわれているのである。まる。 Ii'才も』立，

文字どおり金銭の奴隷である。そうし、うものも存在する。

っかう一方のものまた，

さに，

そうかとおもうと，その逆のものもいる。これは，

である o かねもうけはするが， っかいたいからにすぎ向。だかただ，それは，

よくつかう。ジャンジャ Y ワかう。湯水のごとくつかう。っかうことに生

っかうことにのみ熱中する。いわゆ

ら，

ただ，きがい壱感じるのである。だから，

そういうものも存在する。る浪費家・濫費家とよばれるものである。

もうけまず，っかうためには，ためる場合は，いわずもがなである。だ迫，， 

もうけるためには，はたらかなければならない。なければならない。そして，

はたらいている中に，はたら〈ことがおもしろくてたま ιぬというものもでて

くる。事業ともなれば，なおさらであろう。そこで，事業にうちとむ。すると，

もう，かねばおもしろくなる。おもしろくて，やめられなくなる。

すくなくとも，かねよりも，事業そのものに情熱壱たぎら

ますます，

問題ではな〈なる。

これである。せることになる。いわゆる「しごとの鬼Jといわれものが，

ひとはさまざまである。かくて，

それではカサZノーヴァはどうであろうか。

われ

われの，すでに，みたところのごとくである4にそのかぎわかれも人の児で

ある。やまぶきいろには，かれもわるい気はいないはずである。かねをほしが

ることにおいては，人後におちないであろう。

はない。かねに愛着・未練などありそうもない。文字どおうり，

それは，

しかしながら，かれは守銭奴で

「財産をきづく」ことをこころざす。し、ま，カザノーヴァは，

湯水のごとく，

1 ，本誌。 96巻2号， 1965 本稿，41) 
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ジャ y ジャ γっかう。ことに，女性のためにする場合，とくに，はなはだしき

壱みる。そこには崇高なものを感じさせられさえする。それも，われわれの，

すでにみたところのごとくある叫。すると，かれは，守銭奴とは縁がとおいもの

でなければならない。いな，とおいどころではない。まったく逆である。する

と，かれは，浪費家・濫費家ということになるわけであ芯。たしかに，そのと

おりである。そういわなければならなし、。どうしても，そのタイプに属するこ

とをまぬがれることはできないもののごとくである。そう，おもわれる。げん

に，カザノーずァの伝記作者たちは，しばしば，かれを，そうよんで，はばか

らな1"~43) 0 

それでは，かれは，単な石浪費家か。かれは濫費家にすぎないか。そう，あら

ためて，かんがえてみる土，かならずしも，ぞうあっさりと，簡単に，かたづ

けるととはかづかしいこ左壱しる。なるほど，かれは，濫費家である。かれは

浪費家である。それは，たしかである門それにちがし、ない。しかしながら，か

れは，また， jcなる活動家である。それは，し、かなるかれの伝記作者も，みと

めざ呂を得阻止ころのもののごとくである。まことにかれは活動家であった。

「一刻もじっとしておれなかった内 1"川、つも，なにかに夢中になっていた。何

にでも興味をもっ。何にでも手をつけたがる。 i回想録」にあらわれるかれを

みよn いつもたいてし¥恋愛をしている。でなければ，かけごとをしている。

そうでなければ旅行をしている。いな，その旅行の馬車の中で性愛三味にさえ

ふけっている。してみると，かれは浪費家・濫費家ではあるが，単なる浪費家・

濫費家ではない。しごとに熱中しうる型である。いわゆる「しごとの鬼」に属

する型である。そうおもわれる。そのかれが，いまや，大金をもってハリへか

えってきたのである。そのことは，さきにみたところのごとくである。いまや，

42) 向上。 iv，本誌 96巻 3号， 1965 
43) See， for example， Hermann Kesten， ibid.， p. 79. "Cassnova...was...an inc。口igible

SIu"nd十hTlft"." IJ唱i太郎氏訳「カザノーヴ 71上巻 (角川丈障版)196頁， r かれほー『
手のつけられない浪費家で J， 

44) Thid.， p. ix， xi 小松太郎氏訳同上， 15， 17]" 
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ありあまる金が，かれの手もとで，うなっているのである。かれが，それを，

いだいて，じっとしていることができzであろうか。かれが，これをもっで，

うごきはじめることは，推察にかたくないところであろう。

では，かれは，いかにう ζ いたか。もちろん，恋愛にふけった。それは，い

うまでもない。だが，それどけでは，っかいきれなかったは Fで品る。そうか

んがえて，さしっかえなし、。それなら，かれが， JiIJの方面に，ひιしごとはじ

めるにいたったとしても，ベつにふしぎではあるまい。はたして，かれは，は

じめた。それが，工場の経営であったのである G

それでは，それは.いかに，はじめιれたか。

しばら I，かれ，みずからのかたると己ろをきこう。かれは，いう。

すこしまえから，わたくしは，がらにもなく (commemalg時四oi)一つ

のおもわくのかんがえ(l'ideed'une pseculation) にとりつかれていた。

このおもわくたるや，どう計算してみてむ， もうかるにちがし、ないようにみ

えた。絹のねのぢの上に， 捺染(l'impression) によって，あらゆるうつく

しいもょうをつくりだすというところがみそである。リオYでおこなわれて

おるのは，はたおり のissage) によるもので， のろくさくてむづかしかっ

た。だから，捺染によればくやっとやすい価格で大なる売りあげが得られる，

というのである。わたくしは，必要な化学の知識は，みなもちあわせていた。

それに，この事業 (l'entreprise)の成功を確保するに足る資本も，もちあわ

せていた。わたくしは， ζ ころえのあるひと (unhomme instruit) と相談

した。このひとは，技術のことも，経首のことも，こころえていた。そして，

このひとが，その管理者 (ιlirecteurue l'etablissement) になることにな

っていた。

わた〈しは，わたくしの企画 (mon，projet)を，ヨンチ公 (M.lc princc 

dp. Conti) にしらせた。公は，実行せよと，わたくしを激励し，公の保護

1::，あらゆる特権 (toutesles franchises) を約束してくれた。それはもう

しぶんのないものであった。これで，わたくしのばらはきま η た。
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わたくしは，タ γプノレ (Ternple) の境内に 1軒の広壮・美麗な家を，年

1，000 =キ品でかりいれた。この家には，わたくしの女工たちのみな (toutes.

mes ouvrieres)がはたらくべき広大なひろま (unesalle spacieuse)，庖舗

(magasin)に利用されるべきいま一つの大きなひろま，わたくしの男工たち

と使用人たち (mesouvriers et les employes)をすまわすべきだくさんの

へや (nombreuseschambres)，そしてわたくしのための，とてもうつくし

い住宅 (tr恒一jo1ieappartemenのがあったo ，、かに，わたくしは，そ 4に

身をおちつけたい熱望にかられたことか。

わたくしは，わたくしの企業 (l'entrepruic)を30株 (trenteactions) に

分割した。わたくしは，その中の 5壱管理者になるべきもょうのデザfナ

C:veiutre. dessinateuT)にあたえ， 25は，わたくしのてもとに保留した。資

本をはらいこむ組合員 (lesaSSQC語 s)に， その額に応じて贈与するためそ

うしたのである。

わたくしは，その中の一つを 1人の医者にあたえた。この医者は，わたく

しのために倉庫係り (gard-magasin) のしごとを保証してくれ， 倉庫係り

は家族全部をひきつれてやしき (l'hδtel)にうつれすみこみ，わたくしは，

下男4人 (quatredomestiques)，女中1人 (une.servante)および門番1

人 (unportier)をやといいれた。わたくしは株を，いまーっ 1人の簿記

係り (unteneur de livres)にあたえねばならなかった。 このものは， わ

たくしのために 2人の筆生 (deuxscribes)壱職につけ，同様に，やしきに，

うつり，すみこんだ。指物師 (menuisiers)・錠前師(serruriers)および塗装

工 (peintres)が数人，朝から晩まで，しごとをしてくれたので， 3週間で，す

っかり用意がととのった。彩色をすることに予定されている，わかいむすめ

たち (jeunesfilles destinees-a pejndre) 20人をさがし出してくる労は，わ

たくしは，これを，管理者にまかせた。己のむすめたちは，週末ごとに給料

をうけとる己とになっていた。わたくしはT ガザ γ に， タアタ (七a宜etas)

・ツーノレ絹布 (degros de Tours) 300まきくpl色ces)，その上に彩色もょう
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一ーその選択はわたくしがにぎっていたーーをほどこすためのいろいろの色

の呉紹をおいた。わたくしは一切現金でしはらった。わたくしは，管理者と

概算をした。そして，売あげは 1年後のこととしていたものだから，わたく

しは30万フラ y しはらわねばならなかった。それは，わたくしには，こまる

ことでほなかった。いづれにし Cも，わたくしはわたくしの株券にたよるこ

とができた。そして，株券の売却は 確実であり，容易 Cあった。しかしな

がら，わたくしは，その必要にせまられることは，けっして，あるまい，と，

おもった。なんとなれば，わたししは，すくなくとも，牧益20万フラ y以下

にねらいをつけてはいなかったからである。

なお， もし，売れなかったら，との事業のため，わたくしは破産するとい

うこと壱.わた〈じはみためる。しかしながら，わたくしの布地がうつくし

いの壱み，また，それを，そのように安〈売る土いう決はない，と，毎日き

かされるとき 3 どうして，そのようなおそれをいだけょうか。あらゆるもの

が，もっともうるわしい希望をはぐくむことにちからをかしているとき，そ

れはむづかしいことである。

わたくしは，この居をひらくために 1月もたたね中に，約6万フヲ γ支

出した。そして，週1，200フランをこえる支出をせねばならなかった."。

女工たちは，えりすぐり，みな，かしこしつつレみぶかく，しとやか。そ

れに，わかくして，とりどりにうつくしいときている。すきもののカザノーヴ

ァは，かの女らにとりまかれ，かの女ら壱ながめて，大満悦。かれは，かがやか

しい・たくみに獲得された財産の上にきづかれた希望と多数のものに生存壱あ

たえているという意識で，自分というものが偉大になったようにさえみえる略。

だが，事莱はいかに進展したか。

われわれはかれが，やがて，つぎのごとくしるすをみることになる。

わたくしは王侯の生活をおくった。ひとはわたくしを幸福だとおもったか

45) ]凶hηoil'e.s， III， .xvii， pp. 417-419 
46) Ibid.， pp. 419-420 
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もしれない。しかし，わたくしは幸福ではなかった。わたくしのなした巨額

の支出，わたくしのけたはずれの大きな浪費，わたくしの快楽と豪警の熱愛

は，わたくしをして，おそかれはやかれ，将来，いやなととがおこるこ 2士号，

いやでも，想見せしめずにはおかなかったn わたくしの工場 (manufacture)

は，戦争の不幸が販売を麻痔せしめることがなかったならば，わたくしは，

ながしつづけて行〈ことができたであらう。しかしながら，必然的に，フ

ヲγ ス全士号おそうた一般的不況(1agene generale) をくやまねばならな

かった。わたくしは，わたくしの倉庫に，しあがった布地 400まき壱もって

いた。しかしながら，平和になるまでは，それが売れることは，ありそうも

なかった。そして，熱望の平和のみこみは，はるか先のことでなければだめ

であった。わたくしは破産の運命におび苧かされていた4ヘ
破産の運命におびやかされたカザノーヴァは，すくいを O氏にもとめる。 O

氏は，工場をオラ y ダにうっすなら一切をひきうけ，利益は折半にしようとい

ってくる。しかしカザノーヴァはバリに未練がある。そのため，この有利な条

件をのみかねる。そして，後悔する叫。

カザノーヴァは，工場の支出が大であるとしづ。しかしながら，主たる支出，

かれを破産に追いやった支出は，かれの女工たちのためのそれであった。そう

カザノーヴァは述懐している。かれは，かれの女工たちをかたっばしから誘惑
かね

G.かの女らと関係する。そして，いづれにも，せがまれるままに，家・家具・銀・

宝石と，おしみなくふるまってやる4九これでは破産するのもあたりまえとい

うものであろう。破産しなかったら，ぞれこそ，かえって，不思議ということ

になるのではないか。

かくて， 11月のはじめ，カザノーヴァは，ついに株式を 5万フラ γ で売却。

在庫製品の 3分の lを譲渡。買手の選任する管理人を容認。その支払は組合の

共同分担。買手，名はガノレニエー (Garnier)。住所はメーノレ路(larue de Mail)。
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46 (Zn) 第 96巷第4号

契約署名の 3日後，かね壱受領。しかるに，同夜，医師兼倉庫係りが金庫を聞

きことごと〈盗略・逃走。カザノーヴァにとりては，まさに，晴天の露露。損

害はかれにとり重大な打撃。これより，事件は紛糾。ガノレエエー，カザノーヴ

ァを告訴 5万フラ γ の賠償壱請求。カザノーヴァ管理者の責任を主張すれど

も無効。ガノレユエー，ついに，カザノーヴァの財産に対し差押を強行。カザノ

ーずァ，女工および使用人を全員解雇。残留するものデザイナーただひとりの

み。カザノーヴァの弁護士背信。カザノーヴァついに獄舎に入所o デュノレプェ

夫人の救援により出所へ

この結果，カザノーヴァ，ついに，ノミリ離去・オラ y ダ移住を決意叫。

まず，プチ・ボーローニュを売却，ついで，軍官学校より 8万プラ Y 回収。

この金， もと，サγ ・デニ路なるロッテリー事務所をカザノーヴァに保証する

もの。かくて，カザノーヴァ，ロッテりーと絶縁。事務所はその事務員に贈与問。

数日後，カザノーヴァ，別離の挨拶のため，、/ョアスーノレ訪問。最後に，馬

四・車欄・家具を売却臼〉。

ついに，出発の用意力端整備。パリ発。懐中するところ，額面10万フラ γ の

優良為替手形，おなじく 10万アヲ γ 相当の宝石類ヘ

一論者あれいわく。

社会的・財政的な面において，ノリにおけるこの 3年間 1756-59ーー

は，カザノ ずァの生涯のクライマックア、を形成ずる J55)。

かくて，第三のカザノーヴァは消えゆく。この行，かれみずから叙すること，

つぎのごとし。

50) lbid.， pp.44日8-451
51) Ibid.， p. 453 
52) Ibid 

53) Ibid.， pp， 454-455 
54)" Ibia. 

55) Hermann Kesten，品id.，p. 257 
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そ な 史

時に， 1759年12月初日。寒気漂例，肌を刺すも，我に備あり。車窓堅く閉ざ

すところ書を読むに好適。余， ~P，エノレベシウ月著はすところの「精気論」

を播く ・・・。

(C'etait le premie!' de decembre de 1759; le froid eta.it assez sensible， 

mais j'etais premuni contre ses rigueurs. Ma chaise etant bien close 

me permettait de lire commodement， et je pris l'Esprit d'Helvetius， 

) 問(完)

あとがき

本稿は， もと，本年6月 4C1，京都大学経済学会主催の公開講演における拙講のた

めのおぽえがずに加筆したものである D 講演において意をつくすを得なかヲたところ

を，いくらかでも，補うことができれば，さいわいである。

しかしながら予想外に長くなったため，時代の照明・史実の考証は，これを割愛す

るの止むなきにいたった。その結果回想録」の向きがきみたいなものになってし

まった。将来，機会があったら，それを，はたしたいとおもうている。

な44，ヵザノーずァの「回想録」は凡12巻である。しかしながら，わたくしが拠っ

た版(本稿 I，註4) 本誌， 96巻 l号)は completeではあるが 6巻ものである。

したがって， 三本稿の引用における liIe附 oires，Vo1. IIIは12巻ものでは Vol.Vの後

半から Vol.VI にあたるはずである。

56) Memoil'cs， III， xviii， p. 455 


